
グローバルシステムエリア 

 

エリアの概要 

 グローバルシステムエリアは，国際的な社会経済の動態を包括的に捉えながら，そこに生じる

様々な問題を正確に理解し、その解決策を探求するための基本的視点と分析手法を体得すること

を目的としている。講義科目を通じて様々な理論的視点や考察の枠組みを学び、演習科目におい

てはデータを用いて実際に社会経済問題の分析に取り組む． 

 

科目構成 

科目名 概要 標準履修年次 

グローバルシステ

ム演習 

国際経済をとりまく諸問題について、現実のデータやコ

ンピュータ等を使って実証分析を行う。 
3～４年優先 

国際開発論 
途上国経済における諸問題を理解するために、経済発展

論の基礎理論をミクロ経済学の視点から考察する。 
２～４年 

国際金融論 
貨幣と為替レートに焦点を合わせながら、国際金融取引

の意味・効果について考え、開放経済の成り立ちを学ぶ。 
２～４年 

経済政策分析 
数理・統計モデルを基に、経済・ファイナンスに関する

理解を深める。 
２～４年 

経済動学 
市場安定性、経済成長論、ゲームにおける情報の動学な

どを論じる． 
２～４年 

文化行動論 

消費行動や情報行動の領域において文化的要因がどのよ

うに影響しているのか、対日意識や日本製品の受容、異

文化コミュニケーションなどのトピックを行動科学的な

観点から論じる。 

２～４年 

グローバルシステムエリア
専門基礎

ミクロ経済学

マクロ経済学

統計Ⅰ・Ⅱ

計量ファイナン
スエリア

公共システムエ
リア

先行履修が必須な科目 先行履修が望ましい科目

戦略行動システ
ムエリア

学際エリア

微積分Ⅰ・Ⅱ 国際開発論

国際金融論

経済政策分析

経済動学

グローバルシステム演習

文化行動論

 


